
平成23年度 独立行政法人 
森林総合研究所 公開講演会

平成 23 年6 月12 日 (日) 

【パネリスト】

足本 裕子 　文化遺産を未来につなぐ森づくりの為の有議者会議　事務局長

大場 龍夫    （株）森のエネルギー研究所　代表取締役

金沢 　滋 　岩手・木質バイオマス研究会　顧問

中越 武義 　前 高知県檮原町長

青木 雄一 　三井物産（株）理事   環境・社会貢献部長　（兼）三井物産フォレスト（株）社長

【コーディネータ】

大河内 勇 　研究担当理事

後　　　　援　林野庁　森林・木材・環境アカデミー　日本森林学会　（社）日本木材学会

　　　　　　　（財）林学会　日本農学アカデミー

問い合わせ先　独立行政法人森林総合研究所　企画部研究情報科広報係

　　　　　　　〒 305-8687　茨城県つくば市松の里 1 番地　

　　　　　         TEL:029-829-8134　FAX:029-873-0844

　　　　　　　 E-mail:kouho@ffpri.affrc.go.jp　URL: http://www.ffpri.affrc.go.jp/

佐々木  毅　氏
( 社 ) 国土緑化推進機構理事長

第 27 代東京大学総長

日本政治と森林
～国際森林年に際して～

　  国際森林年

記念講演 連携とイノベーションで
　　　　　　日本の森を活かす

パネルディスカッション

●創って活かす～動き始めた新しい森林（もり）づくり
　　　　　　　　　　石塚 森吉　研究コーディネータ

●食べて活かす～ニホンジカは森のめぐみ
　　　　　　　　　　八代田 千鶴　九州支所　主任研究員

●使って活かす～いろいろ使える国産材
　　　　　　　　　　林　知行　研究コーディネータ

●変えて活かす～木材から魅力的な新素材を創る
　　　　　　　　　　大原 誠資　研究コーディネータ

●連携で活かす～森林（もり）と地域を結ぶ
　　　　　　　　　　金井 久美子 　NPO 法人地球緑化センター   事務局次長  　　

日
本
の

　  を
活かそう！

東京大学安田講堂
東京都文京区本郷7丁目3-1
開演13:00　終演17:15
参加費無料（事前申込不要）
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講　演

東京大学安田講堂（東京大学正門正面）
地下鉄南北線「東大前」徒歩 1 分
地下鉄大江戸線「本郷三丁目」徒歩 6 分
地下鉄丸ノ内線「本郷三丁目」徒歩 8 分
地下鉄千代田線「湯島」「根津」徒歩 8 分

●リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可



日本の を活かそう！

平成23年度 独立行政法人  森林総合研究所 公開講演会

佐々木 毅　氏　　　( 社 ) 国土緑化推進機構理事長　第 27 代東京大学総長

日本政治と森林　～国際森林年に際して～記念講演

　日本政治にとって農業は根幹的な問題であり、特に、経済の「国際化」が話題になると決まって重要な
政治問題になる。これに対して森林は全く対照的な状況にあるように見受けられます。TPP が話題になっ
ている国際森林年の今年、この違いの拠って来る政治的遠因とその基にある判断の根拠を考えてみたい。

●連携で活かす　～森林（もり）と地域を結ぶ～　　金井 久美子　NPO 法人地球緑化センター　事務局次長

　長引く林業の不振から、人工林を皆伐して放置する再造林放棄地が問題となっている一方で、森林・林業の再生に向けて、
環境に負荷を与えずに低コスト・省力化を目指した森林づくりへの挑戦が始まっています。その研究の取り組みを紹介します。

●創って活かす～動き始めた新しい森林（もり）づくり～　　石塚 森吉　研究コーディネータ

●食べて活かす～ニホンジカは森のめぐみ～　　八代田 千鶴　九州支所　主任研究員

　国土の 40％に生息し、全国で約 20 万頭が毎年捕獲されているニホンジカ。森林に大きな被害をもたらし害獣とされる一方、
高タンパク低脂肪の食材としても注目されています。新たな森のめぐみとして資源活用しながら森林生態系を守る途を探ります。

●使って活かす～いろいろ使える国産材～　　林　知行　研究コーディネータ

　鉄鋼等の他材料に代替されたり、様々な理由から外国産材に主役を奪われたりして、マーケットを縮小させてきた国産材で
すが、近年自給率が上昇してきました。国産材に関連した新しい加工技術と利用方法について紹介します。

●変えて活かす～木材から魅力的な新素材を創る～　　大原 誠資　研究コーディネータ

　木材を建築物等に利用する際に多量に発生する林地残材や製材工場残材等の木質バイオマスの活用が期待されています。木
材中に含まれるセルロース、リグニン、精油等の機能や特性を活かした魅力的な新素材の開発について紹介します。

　今、農山村に向かう若者達が増えています。若者達は、自分の夢や希望を農山村の暮らしを通じて実現したいと考えています。
「緑のふるさと協力隊」プログラムでは、このような若者達の参加によって、各地の村づくりを進めようとしています。

【パネリスト】

足本 裕子 　文化遺産を未来につなぐ森づくりの為の有議者会議　事務局長

大場 龍夫   （株）森のエネルギー研究所　代表取締役

金沢 　滋 　岩手・木質バイオマス研究会　顧問　　　　　　　　　　 
中越 武義 　前 高知県檮原町長

青木 雄一 　三井物産（株）理事   環境・社会貢献部長　（兼）三井物産フォレスト（株）社長

上記【講演】発表者にも加わっていただきます。

【コーディネータ】

大河内 勇 　研究担当理事

パネル
ディスカッション 日本の森を活かすために何をなすべきか討論します

連携とイノベーションで日本の森を活かす講　演


